
（様式第４号）         学校運営協議会 会議概要 

１ 会 議 名  第２回 学校運営協議会  

２ 日  時  令和７年 ７月１４日 午後６時から午後７時５分まで 

３ 会  場  浦里小学校 音楽室               

４ 出席者   井澤良夫会長、渡辺惣伸副会長、西澤俊夫委員、増田浩治委員 

      吉野尚子委員、神田博幸委員  前所委員と安齋委員は欠席 

５ 市側出席者 なし 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

７ 会議概要作成年月日 令和７年７月１４日 

協 議 事 項 等 

１ 開  会 

２ 井澤良夫会長挨拶 

一言ごあいさついたします。お暑い中ご出席ありがとうございます。２６日から夏休みに入りま

す。１学期の大きな行事であった運動会、一日遅れで開催できました。１年生は一年目ということ

で緊張している様子も見られましたが、かけっこを精一杯走っていました。それぞれの学年種目、

力を合わせて真剣に取り組んでいました。１８日（金）地区懇談会、２９日にはコミュニティ委員

会があります。皆様ご出席いただければと思います。 

 

３ 学校長挨拶 

お忙しいところお集まりいただきありがとうございます。６月には、５年生が高原学習に行って

きました。烏帽子岳の頂上から地域を俯瞰して見るなどの体験をしてくることができました。先週

には６年生が修学旅行に行ってきました。混雑した中、電車の移動をし、自分で切符を買うなど体

験をしてきました。失敗もありましたが、良い経験ができました。少人数だからできた経験でした。

今ある教育資源を活用していくことを大切に考えていきたいと思います。すべての皆様が笑顔にな

る学校運営をしていきたいと考えております。庁務員についてですが、体調がわるくなりご退職と

なりました。後任の方の目途が立っていませんが連絡させていただきます。 

 

４ 協議 

（１）令和７年４月・６月参観日・運動会アンケート結果について 

事務局：例年７月に行っていた２回目の参観日は懇談会の関係で６月に実施いたしました。数があま

り集まっていませんが、寄せていただいたアンケートからは、良い評価をしていただいてい

ます。 

委員：書く側からすると、オープンクエスチョンすぎて答えづらい。兄弟関係があると最後がどうな

ったかも分からない。「答えられるところだけ」などの方向だと書きやすい。 

副会長：運動会の花火、ありがとうございました。 

会長：有線放送もなくなると地域への伝える方法がなくなる。 

 

（２）１学期学校評価アンケートについて 

事務局： こちらも数が出していただけない様子があり、評価項目を減らすなどしました。まだ、項目

数が多いかなと思っていますが、学校評価の資料のためにもこの項目でやってみたいと思いま

す。 

委員：懇談会などで、待っている間に書いてもらうなども良いのではないか。フォームの場合には、

人数が多いとやりづらいところがある。 



事務局：お助け隊がなくなったこともあり、評価の方は、フォームでやらせていただきたい。 

委員：地域へも出しているか。 

事務局：年一回お願いしている。 

委員：配られるが、集められないので無駄になってしまう。回収の仕方を考えた方がよいか。 

   無駄になってしまうのではないか。自治会で集めるのも難しい。 

副会長：子ども達が集めるのも、人数がいない。フォームでのやり方も始めたばかりなので、様子を

もう少し見てみれば。 

事務局：地域の方に授業の評価は難しい。行事については、寄せていただいている。 

会長：検討していただきたい。 

 

（３）９月５日「校舎を大切にする日」について 

事務局：今年度９月５日。日程についてはいままで通り。そもそも児童会から声が挙がって始めた行

事なので、PTAと協力してすすめていきたい。地域の方にどう参加していただくかご意見を

いただきたい。 

会長：午後にしたのはどうしてか。 

副会長：以前は９時からやっていた。祖父母参観など兼ねていたときもあったか。 

事務局：給食試食会などとの兼ね合いでこの日程。暑さも心配か。 

会長：午後半日なので良いのではないか。 

事務局：午前３時間の方向もあるか。 

委員：保護者の仕事の関係もある。 

事務局：地域の方への知らせ方は。 

委員：有線はやめている家が多い。 

会長：個配がやはり良いのでは。 

 

（４）コミュニティスクール・スクール実践目標の取り組み 

事務局：子育て委員さんがたいへんがんばってくれている。 

委員： メディアコントロールの取り組みのまとめについて。今年度は取り組む前に家庭で目標を決

めてもらい取り組んでもらったため、準備ができて良く取り組めたようだ。目標を達成した学

年が多かった。 

会長：あいさつもできている感じを受ける。 

 

（５）こまゆみ教室の持ち方について 

事務局： 木彫クラブはもうスタートしている。参加者が多く、良い雰囲気でやっている。今年度は順

調に進みそう。地域の方が参加するのも良いのではないかと考えている。長大とのこまゆみ

教室は、大学生の予定が詰まってるということで、１２月に実施する方向。 

 

（６）第１回コミュニティ委員会について 

事務局：７月２９日１７：００～で、只今出欠をとっている。地域の方にも参加を呼びかけている。

お近くの方声をかけていただければと思う。内容として、報告だけではもったいない。焦点

を当てて話し合いができればと思っている。今後に向けて活動をどうしていけば良いのか。

コミュニティスクールの目標について、地域でもどのようなことができるか考えていければ

と思う。若い人が参加するにはどうすれば良いかを話し合ってほしいという要望もあった。

学校・地域・PTA それぞれの組み合わせでどのようなことができるか可能性を話し合えれば

と思う。 

委員：子ども達から声がかかり、みんなでラジオ体操に取り組んでいる（藤ノ木）。若い人はあまり

参加していない。 



事務局：祇園祭、若い人も大勢参加していたようだが。 

事務局：うまくいっている地域の様子なども聞きながら考えていきたい。 

会長：越戸も子どもが大勢いたときは、様々な取り組みをしていたが。 

副会長：地域合同で行うのも検討課題か。 

会長：各自治会の予算でやっていることもネックか。 

事務局：その辺りの調整を考えたりするのをコミュニティ委員会でできれば。 

校長：伝統行事等は、難しい面もあるか。 

事務局：一緒に開催は難しくても、子ども達の参加という方向で考えれば可能性はあるか。 

副会長：それぞれの地区で何をやっているかを知ってもらうのも良い。 

事務局：いろんな立場の人が集まるので、そのような話し合いができると良い。 

 

（７）その他 

事務局： 消耗品の予算について。学校の方に行ってきてもらえれば購入できる。 

    ボランティア交流会の案内について。 

 

 

５ 閉会の言葉 

次回は第３回 １０月６日（月） 開始時刻は午後６時～ 

 


